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池
　
田
　
功
　
著

　
『
若
き
日
本
文
学
研
究
者
の
韓
国
」
（
武
蔵
書
房
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
［
之

　
冒
頭
に
、
今
世
紀
初
め
ロ
ン
ド
ン
留
学
中
の
夏
目
漱
石
が
ス
ト

レ
ス
解
消
に
と
、
自
転
車
買
い
求
め
、
そ
れ
乗
っ
た
ら
頭
の
痛
い

の
が
な
お
っ
た
と
い
う
故
事
を
持
ち
出
し
、
し
か
し
、
筆
者
は
韓

国
三
大
自
動
車
会
社
の
ひ
と
つ
起
亜
自
動
車
の
「
プ
ラ
イ
ド
」
（
一

一
〇
〇
C
C
）
を
四
百
万
フ
ォ
ン
で
買
っ
て
、
韓
半
島
を
乗
り
回

し
た
と
、
胸
張
る
が
ご
と
き
一
文
が
あ
る
。
が
、
読
み
す
す
む
う

ち
、
「
プ
ラ
イ
ド
」
は
ク
ル
マ
社
会
に
生
ま
れ
育
っ
た
筆
者
の
異
文

化
体
験
の
足
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
多
く
の
韓
国
の
人
た
ち
と
会

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
よ
う
と
す
る
、
は
な
は
だ
意

欲
的
な
要
具
で
も
あ
っ
た
。

　
筆
者
の
池
田
功
さ
ん
は
、
あ
る
日
、
女
性
の
恩
師
か
ら
電
話
で

「
君
、
韓
国
に
行
っ
て
、
日
本
語
の
先
生
し
な
さ
い
」
と
命
じ
ら

れ
、
盧
泰
愚
政
権
が
登
場
し
た
一
九
八
八
年
、
東
国
大
学
慶
州
キ

ャ
ン
パ
ス
・
日
語
日
文
学
科
の
招
聰
特
別
専
任
講
師
と
し
て
赴
任

す
る
。
以
来
二
年
間
、
国
立
慶
北
大
学
（
大
邸
）
の
非
常
勤
講
師

も
頼
ま
れ
た
り
し
て
、
た
い
そ
う
忙
し
く
暮
ら
す
。
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中
国
で
も
同
様
だ
が
韓
国
で
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
そ
の
異

文
化
体
験
に
は
、
厳
し
い
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
常
に
付
き
纏
う
。

だ
か
ら
休
日
、
「
プ
ラ
イ
ド
」
運
転
し
て
の
ド
ラ
イ
ブ
に
も
豊
臣
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

吉
の
朝
鮮
出
兵
（
壬
辰
倭
乱
）
と
か
、
三
十
五
年
間
の
「
日
帝
時

代
」
が
し
ば
し
ば
行
手
に
立
ち
塞
が
る
。
そ
れ
は
日
本
人
以
外
の

人
間
に
は
遺
跡
・
史
跡
で
あ
っ
て
も
、
筆
者
に
は
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
生
々
し
く
迫
り
、
語
り
か
け
て
く
る
。

　
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
例
外
で
は
な
い
。
日
本
政
治
を
専
攻
す

る
と
い
う
老
教
授
が
穏
か
な
眼
を
筆
者
に
向
け
て
「
皇
国
臣
民
の

誓
詞
を
毎
日
毎
日
、
と
な
え
て
い
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
の
た
め
に

お
祈
り
し
ま
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
必
ら
ず
日
本
が
勝
つ
と
言
わ

れ
ま
し
て
…
…
」
、
中
学
生
時
代
の
体
験
を
披
露
す
る
。
そ
し
て
「
若

い
日
本
の
先
生
、
ぜ
ひ
お
訊
し
た
い
で
す
ね
」
と
侵
略
の
こ
と
や

天
皇
制
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
て
く
る
。

　
卒
論
を
夏
目
漱
石
に
し
た
教
え
子
が
「
夏
休
み
に
全
集
読
ん
だ

の
で
す
が
、
い
や
な
感
じ
が
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
『
満
韓

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
で
す
。
漱
石
に
も
あ
ん
な
差
別
意
識
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
少
し
残
念
に
思
い
ま
し
た
」
と
。

　
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
は
漱
石
が
日
韓
併
合
の
前
年
一
九
〇

九
年
秋
、
中
国
・
東
北
と
朝
鮮
半
島
を
旅
し
て
東
西
の
朝
日
新
聞

に
連
載
（
五
十
一
回
）
し
た
も
の
で
あ
る
。
連
載
中
に
は
伊
藤
博

文
が
ハ
ル
ビ
ン
駅
で
安
重
根
に
射
殺
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
対
話
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
日
帝
時
代
」
の

史
蹟
を
前
に
し
て
、
一
九
五
七
年
生
ま
れ
の
筆
者
は
、
そ
の
度
に

不
幸
な
歴
史
の
重
み
に
戸
惑
い
な
が
ら
自
問
自
答
す
る
。
そ
れ
が

実
に
正
直
に
こ
の
本
に
は
書
か
れ
て
い
る
。

　
〈
日
帝
時
代
を
現
在
の
日
本
人
と
の
連
続
性
と
共
に
、
断
絶
性

も
、
も
っ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ぬ

気
持
ち
に
な
っ
た
。
「
デ
ハ
、
ア
ナ
タ
ハ
　
ド
ン
ナ
フ
ウ
ニ
、
ソ
ノ

ダ
ン
ゼ
ツ
セ
イ
ヲ
、
セ
ツ
メ
イ
デ
キ
ル
ト
　
イ
ウ
ノ
デ
ス
カ
」

　
　
日
本
に
は
平
和
憲
法
が
あ
っ
て
、
戦
争
を
永
久
に
放
棄
し
て

い
る
ん
だ
。

　
　
「
ソ
ノ
ニ
ホ
ン
ガ
、
ス
デ
ニ
セ
ン
ゼ
ン
ヨ
リ
ツ
ヨ
イ
グ

ン
ジ
リ
ヨ
ク
ヲ
モ
ツ
テ
イ
ル
。
ソ
シ
テ
　
セ
ン
ゼ
ン
ノ
　
シ
ン
リ

ヤ
ク
ヲ
　
シ
ン
シ
ュ
ツ
ト
　
カ
キ
カ
エ
テ
　
カ
コ
ヲ
　
ワ
ス
レ
ヨ

ウ
ト
シ
テ
イ
ル
、
ソ
ノ
　
ワ
ス
レ
タ
コ
ト
ガ
ダ
ン
ゼ
ツ
ナ
ノ

カ
」
〉

　
若
い
「
歴
史
を
伴
っ
た
日
本
人
」
筆
者
の
韓
国
で
の
行
動
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
て
、
好
感
の
も
て
る
本
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
授
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
専
攻
）
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